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第１回 まちづくり講演会

廿日市商工会議所 澁谷会頭が語る地域の未来ビジョン！
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今年度のまちづくり講演会は、「廿日市商工会議

所澁谷会頭が語る地域の未来ビジョン！」と題して、

来る８月１日（土）に開催いたします。

廿日市商工会議所の澁谷憲和会頭をお招きし、

１．経済界と地域振興と市民活動の関わり ２．連

携による新たなビジネスチャンス！ ３．企業人と

して会頭としての組織運営の３つのテーマを中心に

語っていただきます。

まちづくり講演会は、廿日市市を拠点に活動され

る市民活動団体の皆さんにとって、今後の市民活

動・ボランティア活動をどのように計画を立て、ど

のように進めていくか？ 日々市民活動を行ってい

く上で、どのように街や人と関わっていくか？ 廿

日市商工会議所をけん引する澁谷憲和会頭が、皆さ

んに語りかけます。

廿日市市を拠点に市民活動を行う皆さんのご参加

をお待ちしております。

※１ 会場は、廿日市市市民活動センター 第１研修室

を予定しております。駐車場は、北側駐車場をご利用く

ださい。

※２ 本まちづくり講演会は、無料でご参加いただけま

す。下記にＱＲコードからお申し込みください。

第１回 まちづくり講演会

廿日市商工会議所 澁谷会頭が語る地域の未来ビジョン！

場所：廿日市市市民活動センター

第１研修室（予定）

日時：２０２６年 ８月 １日（土）

１４時 開催予定

ホームページ記事はこちら

１０月１日より、

廿日市市市民活動センターの施設貸室の申請／利用料が変更されます！

平素より、廿日市市市民活動センターの

管理・運営にご協力をいただきまして、厚

く御礼申し上げます。

６月２日（火）に開催いたしました「市

民活動ネットワーク登録団体連絡協議会」

で、説明された通り施設貸室の申請方法／

施設利用料を１０月１日より変更されるこ

ととなりました。

これまで、午前・午後・夜間の３枠で施

設貸室を申請・利用いただける仕組みでし

たが、１０月１日以降は「時間単位」の申

請方法／施設利用料となります。

この「１時間毎」の申請方法／施設利用

方法は、有料・無料の施設貸室共通の変更となっております。

また、「１時間毎」の施設利用料では、３０分のみの施設貸室利用も同様に、１時間分の料金をお支払い

いただきます。この「時間単位」の利用時間につきまして、準備・片付け等を含んだ利用となっております

ので、１分でも超過されますと次の１時間分の料金をいただくことになります。ご注意ください。

施設貸室の返却につきまして、ご利用者様の皆様が退室した時点で「１時間毎」の施設利用料とさせてい

ただきますことも、合わせてご留意くださいませ。

（記事提供：「市民活動ネットワーク登録団体連絡協議会」）

参考画像：「廿日市市市民活動センター利用料等の改定及び説明会の開催」

１９４５年９月１７日、敗戦直後の日本に上陸した「枕崎台風」は、全国で死者行方不明者３，６００人

を超える被害をもたらし、広島県ではその７０％超にあたる死者行方不明者２，５５８人という甚大な被害

となり、原爆での惨禍に追い打ちをかけました。

呉市では二河川渓流の堤防決壊、宮島も巨石を伴った土石流が厳島神社に達し大きな被害を出しました。

大野町では大野陸軍病院で、原爆投下後、治療を受けていた多くの被爆者やその治療と調査を行っていた

京都大学調査班と合わせて１５６人の方々が大規模土石流の犠牲となりました（柳田邦夫さんが２０２５年

廿日市ウッドワンわくらぴあで講演されたことなどもありご存じの方も多いと思います）。

戦後の混乱も合わさり住民への情報提供が困難であったため被害を大きくしたのではと考えられています。

現在では高い精度の気象情報を入手できるようになりましたが、皆様もご存じの通り広島県ではその後も多

くの自然災害による被害が発生しています。居住地となっていた緩傾斜地の増加等も要因で想定以上といわ

れる自然の猛威が被害を発生させていることもあります。

先人の方々は被害を繰り返さないようにいろいろな形で伝え続けようとしてこられました。私たちは発生

した災害の記録と共に記憶を今一度読み解き、発信される情報と合わせてデータ化し災害のリスクを共有す

ることがもっと必要なのではないかと感じます。

先ずは各地区で作成されている「ハザードマップ」を確認し、大雨によりどこが危険で安全な所はどこか

など、実際に目で見て確認してみてください。

この経験を積み重ねることが命を守ることにつながっていくと思います。

（記事提供：「さくらdeファミリー編集委員会」）

先人たちの記録



廿日市市市民活動センターの企画事業・行事予定表

第２回 みんなの健康教室

ｅスポーツでフレイル対策！

場 所：廿日市市市民活動センター

日 時：２０２６年９月１８日（金）

第１回 みんなのスマホ教室

LINE編 LINEを活用してみよう
～団体内連絡の標準化と円滑な連絡網（LINEグループ）の作成を学ぼう～

今年度も「みんなのスマホ教室」を開催するこ

とになりました！ 開催日時は、８月１１日（

火）１３時３０分からの開始となります。今年度

の「みんなのスマホ教室」では、第１回目を「Ｌ

ＩＮＥ編」、第２回目を「防災編」、第３回目を

「健康管理編」の各テーマでスマホ教室を開催し

てまいります。

今回も、定員は２０名となっており、各教室で

定員が埋まり次第、締め切りとさせていただきま

す。また、第１回からご参加いただけた方は優先

的に第２回・第３回にご参加いただけます。もち

ろん、学びたい教室だけの参加も受け付けており

ます。

スマートフォンの使い方を学んで市民活動に活

かしたいとお考えの方、もう一度アプリの使い方

を学びたい方など、どなたでも大歓迎の「みんな

のスマホ教室」です。

ぜひ、皆さんのご参加をお待ちしています。

各教室の開催日時につきまして、下記の【廿日

市市市民活動センターの企画事業・行事予定表】

のＱＲコードを読み取り・ご確認の上、お申し込

みください。

第２回 みんなのスマホ教室

防災編 スマホで始めよう！

防災の備え

場 所：廿日市市市民活動センター

日 時：２０２６年１０月１３日（火）

１３時３０分～１５時００分

第３回 みんなのスマホ教室

健康管理編 スマホで健康管理

してみよう

場 所：廿日市市市民活動センター

日 時：２０２６年１２月１５日（火）

１３時３０分～１５時００分

第１回 まちづくり講演会

廿日市商工会議所 澁谷会頭が

語る！ 地域の未来ビジョン！

場 所：廿日市市市民活動センター

日 時：２０２６年８月１日（土）

１４時～

６月１６日（火）に、消防訓練を行いました。

今回の避難訓練は、市民活動団体が主となって、通報・消火・避難までの訓練でし

た。訓練は、南海トラフ巨大地震発生時、施設内より出火したという想定のもと、当

市民活動センターの３階に入居している市民活動団体が火災を発見、１階に通報を行

いつつ初期消火を行い、指定管理者と協力して避難を

行うものでした。

訓練は滞りなく実施され、万が一の緊急時において

市民活動団体の皆さんが、避難経路が安全に通行でき

るかの確認や、火災発生時など災害時はどこに避難す

るかなど、今一度、安全について確認できる機会とな

りました。

第１回「災害から身を守るための防災教室」が開催されました！

６月２０日（土）に、第１回「災害から身を守るための防災教室が開

催されました。今回の演題は、①地震災害の基礎知識を（公社）日本技

術士会中国本部 青原啓詞様に、ご講演いただき②災害クロスローゲー

ムを（公社）日本技術士会中国本部のメンバーで主導していただきまし

た。

①地震災害の基礎知識では、地震が如何にして発生するかの解説や、

避難時はどのようなところに注意するものかを解説していただきました。

②災害クロスロードゲームは、会

場に来ていただいた参加者の皆様に、グループを作っていただき、【災

害発生時の避難や、避難所への道順の確認】を行いつつ、万が一のとき

はどのように避難するのか、グループ内での話し合いを通じて避難経路

の確認を行いました。

いつ、どんなときに発生するか予測できない自然災害において、日ご

ろの確認や避難経路の把握の他、一緒に避難する人との情報共有の大切

さを学びました。

第１回「みんなの健康教室」が開催されました！

６月２６日（金）に、第１回「みんなの健康教室」を開催されました。今

回の演題は、コグニサイズで認知症予防と題して、運動で体の健康と脳の動

きを活発化する機会を学ぶべく、ふれあいライフ原 作業療法士 細川和弘

様にご指導いただきました。

今回、「みんなの健康教室」の演題であるコグニサイズとは、運動と認知

課題を組み合わせた認知症予防を目的としたエクササイズになります。椅子

に座りながらできる簡単なエクササイズで、参加いただいた方からは、手と

足を交互に動かしてバラバラになる、簡単そうで難しいと、たくさんの反響

をいただきました。

本教室で実施されたコグニサイズを通じて、老後のフレイル予防に役立て

つつ、笑いにつつまれながら体を動かし、市民活動団体の皆さんの体と脳の

健康を保っていただきたいと思います。

次回は、ｅスポーツをテーマに健康教室を開催する予定です。ぜひ、ご参

加ください。

第１回「みんなのスマホ教室」お申し込みは、

こちらのＱＲコードを読み取りください。


